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資源循環コンソーシアム・技術情報集（保有技術）       （3/3） 

技術の概要 
（つづき） 

「サンドコンパクション工法施工後の N 値」 
・改良前と改良後で N 値は上昇しており、地盤改良効果がある。  

 
 
【混合砂の評価】 
・天然砂（山砂）とフェロニッケルスラグ 5 ㎜以下との混合による粒度

調整により、環境安全性が高く、かつ所定の土質特性を持つ材料と

なる。 
・サンドコンパクション工法の資材として利用出来ると共に、単体では

使用出来ないサイズの天然砂が利用出来るようになる事から、資材

不足の改善につながる。 
 
※フェロニッケルスラグの「化学成分試験値」、土壌汚染に係る環境基

準「環境省告示第 18 号試験（溶出量試験）」「環境省庁告示 19 号試

験（含有量試験）」の各試験結果や「骨材試験成績表」及びカタログ

等が必要な際はご請求下さい。  
 
別紙「フェロニッケルスラグのご紹介」をご参照願います。  
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資源循環コンソーシアム・技術情報集（保有技術）        （1/3） 

整理 No. １５ 分類 「その他スラグ」（溶融スラグ）  

会 社 名 JFE エンジニアリング株式会社  

担 当 者 環境プラント事業部  福島再生プロジェクトチーム  田邉（窓口）  

連 絡 先 
TEL 045-505-7372 FAX 045-505-8989 

E-mail tanabe-tatsuki@jfe-eng.co.jp 

技術の名称 ガス導管埋め戻し適用試験結果と実用化  

概  要 
(150 字程度) 

溶融スラグをガス導管用埋め戻し適用可否を評価するため、  
ラボ試験と実管を用いたフィールド試験を実施し、天然砂と同等の特性

を有しており、埋め戻し材として使用できるとの評価を得られた  

技術登録等 － 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

技術の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 

次頁 
あり 

 

１）埋め戻し材として求められる特性（条件）  
 
・有害な成分が溶出しないこと  
・良く締め固めること  
・管の下部に隙間がないこと  
・車両通行により著しく沈下しないこと  
・再掘削可能かつ崩れないこと  
・塗覆装に著しい傷をつけないこと  
・電気防食の電流を著しく阻害をしないこと  
 
２）物性試験結果（ラボ試験）  
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資源循環コンソーシアム・技術情報集（保有技術）      （2/3） 

技術の概要 
（つづき） 

３）フィールド試験結果 
＜土木材料としての評価試験＞ 
① 締固め試験  

 
② 沈下状況 

 

 
③ 再掘削性 

 〇作業員 1 名の人力掘削能率  
  溶融スラグ：51～66L/分 
  砕砂   ：54L/分 
 〇自立性  
  溶融スラグ  ： 90 度 
  砕砂    ： 90 度 
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資源循環コンソーシアム・技術情報集（保有技術）      （3/3） 

技術の概要 
（つづき） 

＜保護砂としての評価試験＞ 
④ 管下充填性  

 
⑤ 土壌抵抗値測定  

  

⑥ 塗覆装の傷状況  

 
 
４）まとめ  

溶融スラグは物質試験、フィールド試験とも良好な特性を示し、  
ガス導管用埋め戻し材として使用可能であると判断  
 
５）溶融スラグの使用状況  
 ①倉敷市道アスファルト合材への適用  （2007 年） 
 ②岡山県道アスファルト合材への適用  
 ③倉敷市環境リサイクル極下水道部での保護砂への適用  
  08 年 12 月より合併浄化槽へも適用  
 ④岡山ガス㈱様  倉敷営業所管内ガス管保護砂へ適用（2009 年） 
 ⑤水島エルエヌジー㈱様  土壌改良工事への適用（2007 年） 
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